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研究成果の概要（和文）：本研究では、フードセキュリティを考える上で重要な食料消費行動および農家経済行
動の特質について考察を加えた。その結果、①生産要素利用の制約に基づく所得の不確実性とリスクに対する態
度が農家のフードセキュリティ行動における重要な視点となること、②食品の公共財的属性の特質と消費者の利
他的行動による公共財供給の可能性、③食品事故に対する消費者評価の特質、等が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：New approaches in food consumption analysis have been developed in order to 
adapt to recent changes of consumer behavior. The main purpose of this study is to analyze the food 
consumption behavior and farmer’s decision making using behavioral economics and newly developed 
econometric method. We clarified the following points. (1)The uncertainty of income and the attitude
 towards risks are important viewpoints of farmers' behavior, (2)The characteristics of public good 
of foods and the possibility of supply, and (3)The nature of consumer evaluation against food safety
 incidents.

研究分野： 農業経済学

キーワード： 食料消費　行動経済学
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１．研究開始当初の背景 
食生活の成熟化にともない，食料消費行動の
質的変化が指摘されている。申請者はこれら
の状況を踏まえ，食に関する家事の外部化要
因の検討（Shigeno,2012）（Zhou, Shuto, 
Shigeno, 2010, 2011)，栄養摂取量の時系列
的推移の検討（今福・首藤・茂野，2006），
食料消費と窒素排出量の地域分との関連（若
林・首藤・茂野，2011），消費行動とフード
システムの関連の包括的取りまとめ（永木・
茂野編著『消費行動とフードシステムの新展
開』，農林統計協会 2007）など，食料消費 
行動に対して多面的な視野から取り組んで
きた。  
  これらの分析を背景とした上で，2012 年
度フードシステム学会シンポジウムで，学会
における食料消費行動分析の方向性につい
て将来展望を行った。（茂野，2012）  そこ
では，栄養学との連携の必要性とともに，個
人レベルにおける「フードセキュリティ」に
関する問題の重要性を強調した。ここでいう
フードセキュリティには，個人の栄養・健康
状態，安全な食料へのアクセスといった通常
よりも広義の意味合いを含んでおり，これら
は食料消費行動と密接な関連を持っている。  
  一方，貧困世帯に対する経済援助として，
食料（または食料交換券）の現物支給を実施
している国は多い。しかし，アメリカのフー
ドスタンプに関する調査結果にも見られる
ように，食料支給があったときに刹那的に過
剰に食料を消費してしまうことにより，次回
の支給日が来るまでの間，一時的な「飢餓」
状態が発生することが知られている。貧困世
帯に対する支援をより有効に機能させるた
めには，こうした非合理とも見える食料消費
行動を理解する必要がある。  
  カーネマンらによって経済学の一分野と
して確立された行動経済学は，心理学や認知
科学の成果を取り入れることによって，人々
の一見非合理とも見える経済行動に対して
説明力の高い理論モデルを提供し，すでに多
くの実証的で有益な研究成果が蓄積されつ
つある。しかしながら，わが国における行動
経済学に基づいた食料消費行動研究は緒に
ついたばかりであり，食品リスクやマーケテ
ィングに対する先駆的な分析があるものの，
多くの課題が残されている。 
 
２．研究の目的 
(1)我が国における食料消費行動研究につい
て、特に食料消費と健康との既存研究を整理
し、行動経済学的アプローチの必要性を確認
する。 
(2) 発展途上国における農家行動において、
世帯員の不確実性とリスクに対する態度が、
どのような影響を及ぼすかについて、行動経
済学的視点から考察する。 
(3) 食料消費行動において、人々の健康に対
する意識が具体的にどの様な形で影響を与
えているかについて、行動経済学的アプロー

チで解明する。 
(4)食品が持つ公共財的な属性の特質を明ら
かにし、消費者の経済評価、消費者による供
給可能性について検討する。 
(5)企業が引き起こした食品事故への消費者
の評価が、事故の形態、対応の違いによって
どの様に異なってくるかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)我が国における食料消費行動分析および
公共財的属性に関する経済評価について、既
存研究をレビューする。 
(2) タイ南部の農家を対象に、栽培作物につ
いての選択実験を実施し、主体の嗜好の異質
性を考慮しうるランダムパラメータロジッ
トモデルによる選択関数の推定を行う。 
(3) 特定保健用食品（茶飲料）の消費パネル
データを用い、消費者の様々な属性を考慮し
た消費行動モデルを推計する。 
(4)株価データをもとに、イベントスタディ
を実施し、株価変動の様相の違いや，評価回
復の過程の差異を検討し，さらに関連企業の
株価への影響を統計的に明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) 近年の食料消費行動研究を俯瞰するこ
とを通じて、それまでの価格・所得要因に代
わって、情報、非市場財の評価、ライフス
タイル等の要因が重要になってきているこ
と、また、今後行動経済学的アプローチが
消費行動を理解する上で重要になってくる
ことを明らかにした。 
(2)タイ南部農家の作目選択において、危険
回避的な主体ほどこれらの商品作物の導入
に積極的であること，また近年顕著になっ
てきている労働力の確保の困難さの有無が，
収穫期が年に一回しかないコーヒーでは新
規更新選択決定に有意な影響を及ぼしてい
ることがわかった。これらのことは価格変
動のみならず生産要素利用の制約に基づく
所得の不確実性とリスクに対する態度が農
家のフードセキュリティ行動における重要
な視点となることを明らかにした。 
(3)食品の公共財的属性として、環境保全属
性、動物福祉属性、資源管理属性、フェアト
レード属性、地域農業属性等に整理されるこ
とを示した。また、コメの消費データをもと
に、コメ消費量と消費者が持つ利他性との関
連を分析したところ、公益志向が強いほど環
境保全米、有機栽培米の需要が増加すること
が明らかになった。 
(4) 食をめぐる事件は事件のタイプによっ
て株価の変動に有意に異なる差を与えるこ
とが認められた。「規範逸脱型」の事件では
企業の信頼やブランドが毀損し、そのネガテ
ィブな市場評価も持続的であると考えられ
ること、「対策不備型」の事件では，その事
件を起こしたこと自体には負の評価が発生
しているが，要因が特定化され，たとえば商
品回収を済ませるなどの対応，および情報公



開を迅速に行えば，プラスに評価されうる可
能性がること、「巻き込まれ型」の事件の場
合は、事件発生要因の不透明性があることや，
事件の解決までの時間が長期化すること予
想されること等が明らかになった。 
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